
　耳が聞こえない方とその家族、手話
について理解を深めることを目的に上
映会を行います。
●期日　令和８年１月31日㈯
●時間　午後２時30分上映開始
●会場　コミネス大ホール
●料金　▷前売り券　一般・シニア・
大学生　1,200円
▷当日券　一般・シニア　1,500円、
大学生　1,300円、小中高生　800円
●前売り券取り扱い所
コミネス、白河地区聴力障害者会、白
河手話サークル「草原」、福島民報社

（本社・郡山本社・支社支局・販売店）
●申し込み・問い合わせ先
佐

さ

藤
と う

☎(25)0773　※留守電の時は「映
画の件」とメッセージをお願いします。
メール shirakawa.sogen@gmail.com

東地域に
開設されま
した。ぜひ、
ご参加くだ
さい。

《あったかセンター枇
び

杷
わ

山
や ま

サロン》
●活動日　第３月曜日（月１回）
●時間　午前10時～11時30分
●会場　第一枇杷山センター（東釜子）
問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519

●期間　12月３日㈬～15日㈪
●時間　午前10時～午後６時　　 ↗

●会場 マイタウン白河 ギャラリー
（本町）  ※入場無料
問NPO法人アウシュヴィッツ平和博
物館☎(28)2108

　 10月 17日、
しらさかの森
スポーツ公園
で開催されま
した。
　前日の雨でコースのコンディション
が悪い中ではありましたが、65名の
老人クラブ会員が日頃の練習の成果を
発揮しました。
◇団体　優勝　白河白寿会連合会
◇個人　優勝　深

ふ か

谷
や

重
し げ

美
み

さん（白寿
会連合会）
問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519

　11月16日、
開催されま
し た。 県 内
57市町村51
チームが出
場し、本市は総合10位（市の部８位）
の成績を収め、敢闘賞を受賞しました。
問スポーツ振興課スポーツ推進係
☎(28)5543

●内部公開
▷12月　20日㈯、21日㈰　　　　↗

屋内遊び場わんぱーく
本町２マイタウン白河４階☎21-9980
開館時間
①10:00～11:30　②13:00～14:30
③15:00～16:30　※各回定員50人
休館日　木曜日　※祝日の場合は翌平日

▷１月　11日㈰、12日㈷

《親子工作教室》
　詳しくは、インスタグラム
をご覧ください。
●期日　12月20日㈯
●時間　①午後１時～２時
　　　　②午後３時～４時
※材料がなくなり次第終了
※申し込み不要

●展示内容
◇平常展示

「白河の歴史と文化」

●展示内容
◇展示室１　「小峰城ガイダンス展示
・小峰城VRシアター」
◇展示室２・３　

「小峰城の歴代城主と美術」

小峰城歴史館
郭内1-73　☎24-5050
開館時間　9:00～16:30
※最終入館　16:00まで
休館日　月曜日
※12月28日㈰～１月５日㈪は休館
入館料　一般300円
小中高生・障がい者100円

歴史民俗資料館
中田7-1　☎27-2310
開館時間　9:00～16:00
休館日　月曜日
※12月28日㈰～１月５日㈪は休館
入館料　無料

第37回ふくしま駅伝

報道写真展「戦争と平和
－80年の記憶－」

第15回市長杯
グランドゴルフ大会

新たな高齢者サロンが
開設されました

施　設施　設

まちかどまちかど
映画『ぼくが生きてる、
ふたつの世界』上映会

旧小峰城太鼓櫓
やぐら

郭内179-3　問文化財課☎28-5535
開館時間　10:00～16:00
入館料　無料　※貸館は有料

太刀 銘 備州長船盛景

灰
か い

釉
ゆ う

印
い ん

花
か

文
も ん

瓶
へ い

子
し

▶
（県指定文化財）

び しゅうお さ ふ ね も り か げ

20広報しらかわ　2025.12（R7)

くらしの情報館定信紀行／白河かるた 札でつながる今・昔

り
ぶ
ら
ん

子
育
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保
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情
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ラ
ウ
ン
ジ
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長
の

手
控
え
帖

休
日
当
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医
・

無
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ほ
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せ
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ら
し
の

情
報
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定
信
紀
行

白
河
か
る
た
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くらしの情報館

定
信
紀
行

南
湖
南
湖
開開か

い
か
い

鑿鑿さ
く
さ
く

碑碑ひひ

の
こ
と

の
こ
と

第
九
話

第
九
話

寄
稿
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

佐さ

川が
わ

庄し
ょ
う

司じ

◀「南湖開鑿碑」
　（南湖地内 偕

か い

楽
ら く

園
え ん

　東隣に所在）

・
楓か

え
で

な
ど
の
植
栽
を
指
示
し
た
と

い
う
。
元
々
の
自
然
地
形
を
生
か

し
な
が
ら
、
関せ

き

山さ
ん

や
那
須
連
峰
な

ど
を
借
景
に
取
り
入
れ
、
大
名
庭

園
の
手
法
に
よ
り
17
の
名
所
を
設

け
た
。
南
湖
の
整
備
に
よ
っ
て
土

地
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
地
に
は

藩
校
立
教
館
の
運
営
資
金
を
得
る

た
め
学
田
新
田
（
合こ

う

戦せ
ん

坂ざ
か

・
池
下

・
鬼
越
・
石い

し

阿あ

弥み

陀だ

・
小
丸
山
な

ど
）
が
開
発
さ
れ
、
新
た
な
集
落

（
鬼
越
＝
松
風
の
里
、
池
下
＝
八や

聲ご
え

の
村
）
も
17
景
に
取
り
込
ま
れ

た
。
湖
は
異
国
船
の
警
護
に
備
え

藩
士
の
操
舟
訓
練
、
庶
民
の
舟
遊

び
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　
南
湖
の
完
成
か
ら
３
年
後
の
文

化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
建
立
さ

れ
た
「
南
湖
開
鑿
碑
」
に
は
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

に
よ
る
造
営
の
経
緯
を
白
河

藩
儒
者
広ひ

ろ

瀬せ

典て
ん

が
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
南
湖
は
長
い
間
手
入

れ
し
な
い
た
め
、
汚
れ
た
り
ふ
さ

が
っ
た
り
し
て
山
水
の
好
き
な
人

達
も
顧
み
な
か
っ
た
。
定
信
公
は

こ
れ
を
見
て
云い

わ
れ
た
。
堤
が
壊

れ
て
水
が
漏
っ
た
の
で
あ
る
。
底

を
浚さ

ら

っ
て
深
く
し
、
堤
を
強
化
す

れ
ば
も
と
に
戻
っ
て
田
に
水
を
供

給
し
、
民
を
豊
か
に
し
、
ま
た
皆

で
舟
を
浮
か
べ
て
太
平
の
世
を
楽

し
め
る
だ
ろ
う
と
。（
中
略
）
遊
び

に
来
る
人
は
絶
え
ず
、
美
し
い
眺

め
を
見
て
喜
ん
だ
。
樹
木
は
年
を

加
え
て
ま
す
ま
す
麗
し
い
。
数

十
年
を
経
た
ら
ど
ん
な
だ
ろ
う
。」

（
大
意
、
碑
文
は
漢
文
）

　
碑
文
中
の
壊
れ
た
堤
と
は
「
千

世
の
堤
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

堤
は
「
大
沼
土
手
」
と
し
て
慶
安

・
寛
文
年
中
（
１
６
４
９
〜
６
２
）

の
白
河
藩
主
本ほ

ん

多だ

忠た
だ

義よ
し

の
時
代
に

造
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
徐
々

に
荒
廃
し
、
周
辺
は
湿
地
帯
と
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
定
信
は
、
こ

の
堤
に
松
を
列
植
し
、
堤
を
強
固

に
し
、
大
沼
の
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

と
周
辺
に
桜

問
観
光
課
☎(
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5
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札
で
つ
な
が
る
今い

ま

・
昔む

か
し

白
河
か

た
る

「
白し

ら

川か
わ

城じ
ょ
う

」

九
枚
目

　
白
川
城
は
、
搦か

ら

目め

地
区
の
阿あ

武ぶ

隈く
ま

川
の
南
側
に
広
が
る
、
標

高
約
４
０
０
ｍ
の
丘
陵
地
を
利

用
し
て
築
か
れ
た
山
城
で
あ
り
、

別
称
「
搦か

ら

目め

城じ
ょ
う

」
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。

　
城
の
規
模
は
、
中
心
と
な
る

郭く
る
わ

と
推
定
さ
れ
る
御ご

本ほ
ん

城じ
ょ
う

山や
ま

か

ら
い
く
つ
か
の
丘
陵
ま
で
ま
た

が
っ
て
お
り
、
広
さ
は
東
西

１・
２
㎞
、
南
北
約
５
０
０
〜

６
０
０
ｍ
に
わ
た
り
、
白
河
地

方
で
最
大
規
模
を
有
す
る
こ
と

が
調
査
か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
、
下し

も

総う
さ

国の
く
に

結ゆ
う

城き

の

武
士
結
城
朝と

も

光み
つ

は
、
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
奥お

う

州し
ゅ
う

藤ふ
じ

原わ
ら

氏
攻
め
に
従
軍
し
、

そ
の
恩
賞
と
し
て
白し

ら

河か
わ

荘の
し
ょ
うを
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
領

地
を
分
け
ら
れ
て
白
河
に
住
み
、

成
立
し
た
の
が
「
白
河
結
城
氏
」

で
、
白
川
城
を
本
拠
と
し
て
、

周
辺
に
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
長
ら
く
白
河
結
城
氏
の
本
拠

で
あ
っ
た
白
川
城
で
し
た
が
、

１
５
１
０
年
に
起
き
た
、
一
族

の
小こ

峰み
ね

氏
に
よ
る
、
白
河
結
城

氏
当
主
の
結
城
政ま

さ

朝と
も

を
追
放
し

た
事
件
（
永え

い

正し
ょ
う

の
変
）
を
経
て

小
峰
氏
に
権
力
が
移
る
と
、
本

拠
と
し
て
の
機
能
は
小
峰
氏
の

拠
点
の
小
峰
城
に
移
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
河
結
城
氏
の
衰
退
に
伴
い

荒
廃
し
た
白
川
城
で
す
が
、
廃

城
と
な
っ
た
正
確
な
年
代
は
今

も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
結
城
一
族
の
栄
華
と
と
も
に

あ
っ
た
こ
の
城
跡
は
、
今
は
静

寂
に
包
ま
れ
、
当
時
の
興
隆
を

偲し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
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課
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